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ごあいさつキビタキの会代表小島ヤス子 �ようになりました。 
振り返って思うことは、たびたびの署名運動と共に、国 

原発事故で武蔵野市に避難してまもなく6年になりま �会や東京都庁・福島県庁へと、私たち被災者の思いを訴 

、、す。昨年の秋、私の故郷の山々は今頃、自然の恵みで �え続けた成果ではか、でしょうか。 

い〕ぱいのはずと思っていました。このかけがえのか、故 �そして、このような結果になったのは、私たち被災者の 

郷を失ってしまったI＼ご中の怒りとくやしさは永久に散り果て �運動の後押しをしてくださったたくさんの支援者や市議会 

ることはないでしょう。 �議員の方などの大きな援助があったからこそと感謝してい 

自主避難者の住宅支援がこの3月末で打ち切られるこ �ます。 

ととなり、さまざまな取り組みが続いています。そのなかでう �他の地域（二目を向ければ、4月以降の住まいが決まって 

れしく思うことは、子どもを育てている方々や病弱な方がこ �か、方もおられます。原発事故による問題は、これからも長 

の緑町の都営イ主宅に残ることができるということです。そ �期にわたって続きます。皆さまのご支援をよろしくお願いい 

の他の自主避難者の方も他の地域の都営住宅に住める �たします。（葛尾村から武蔵野市に避難） 

すべての自主避難者忙安心できる住まいを！
～政府・自治体は、一人ひとりの実情に寄り添った支援を！～

2017年3月末の原発事故自主避難者の住宅支援打ち

切りまで3ケ月を切りました。

キビタキの会は2015年秋より「避難先にとどまる避難

者の住まいの安定を求める署名運動」を開始し、福島県

や政府各省庁・東京都との話し合いを重ねてきました。

キビタキの会の活動に参加してきた武蔵野市の自主避

難者は、現在判明している所では武蔵野市内や近隣の都

営住宅に4月以降の住まいを確保することができました。

避難者が勇気を出して声を上げてきた、これまでの取り

組みの一定の成果であると思います。ご支援いただいた

皆さまに心から御礼申し上げます。

私たちは昨年11月28日に復興庁・内閣府・国土交通

省・財務省など関係各省庁の担当者との話し合いの機会

を持ちました。2011年の原発事故によって避難者は都営

住宅・国家公務員宿舎・雇用促進住宅・民間賃貸住宅な

ど様々な住宅に住むことになりましたが、どこに住むかは

避難者の意志ではありませんでした。どこに自主避難した

世帯であれ、安心できる住まいを4月以降も確保できるよ

う要望を伝えました。

東京都全体で言えば、とても希望がある状況とは言え
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11月28日の政府関係各省庁との話し合い

ません。東京都には717世帯の自主避難者が住んでいま

す。避難者は東京都に独自の支援策を求め、その結果、昨

年300戸の都営住宅の優先入居枠が発表されました。し

かし300戸のうち166戸しか応募が確定していません。こ

れは募集要件が母子世帯等をはじめ世帯要件が厳しく設

定されるなど実情に合っていないことの反映です。

私たちは今の避難先住宅に住み続けたい避難者「人ひ

とりの意向に寄り添った支援を政府・福島県・東京都に要

望していきます。

「避難の協同センター」や「ひだんれん」等の団体と連携し

「人も路頭に迷わせないための取り組みを強化いたします。

皆さまのご支援を引き続きよろしくお願いいたします。i
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語i÷＼／冒 
福島県庁で避難先にとどまる避難者の住まいの　復興庁・内閣府との話し合いには20名近い　東京都の住宅担当課長との話し合いで都の独自の支援策を要望

安定を求める著名を提出（2015年12月15日）　避難者が参加（2016年3月7日）　　　　（2016年6月7日）

避難者の声～武蔵野市の都営住宅で避難生活を送っている方に思いを語っていただきました

●キビタキの会に参加してまもなく3年近くになります。世

の中の制度や縦割り行政の問題など、普通では学べない

ことをたくさん勉強できました。そして、この問題に関わっ

てくださった多くの方のおかげで一歩一歩進むことができ

るようになりました。住宅問題は無償で住めるということ

だけではありません。自主避難者は最初に国が避難指示

区域に指定しなかった地域から避難しましたが、子ども被

災者支援法にのっとれば避難の権利があると、事故を起

こした加害者も権利を認めた人たちです。オリンピック開

催を目前にし政府にとって避難の権利を持っている人は

とても邪魔になります。その権利を剥奪しようという意図

が大きく見えてきます。このままでは原発再稼動もさらに

進みます。新たに避難したい人も避難できなくなるでしょ

う。どうか多くの方にこの問題の原点を一緒に考えていた

だけたらと思っています。（福島市から避難）

●原発事故から5年以上が過ぎました。南相馬市から避

難指示で武蔵野市の都営住宅に入居できました。放射能

汚染の恐ろしい実態、空間線量や土壌検査の実態は原発

事故前には考えられない数値です。見えない放射線の恐

怖、人のいをい故郷の町を見て住む環境が変貌したのに

心が痛みます。そして生きていくための住宅を失ったの

キビタキの会忙ついて

2014年2月結成。原発事故避難者の安心できる生活のため、2014

年3月19日東京都と、同年6月9日関係省庁と、2015年5月29日関

係省庁・東京都・福島県と話し会いを重ねてきました。普段は避難

者支援に関する情報共有や地域での交流・親睦に努めています。

また原発事故被害者団体連絡会（ひだんれん）に加盟しています。

に、現状の都営住宅に住み続けられないという重圧に自

暴自棄になったり、苛立ち生きていくことの苦痛。いつに

なったら穏やかな気持ちになれるのか？「避難先にとどま

りたい」の署名をしてくださった方・これまで支えてくだ

さったキビタキの会の支援者には感謝です。自分ひとりで

はどうすることもできませんが、できることから東電・国

政・福島県に訴えていきたいと思います。原発事故当事者

の思いを。（南相馬市から避難）

●私はキビタキの会の活動の甲斐があって都営住宅の優

先入居枠に入ることができました。支援者の方々に感謝し

ています。しかし、さまざまな制限があり、心から望んでい

ることばかりではありません。平成29年3月の住宅無償提

供打ち切りまで、住宅が決まっていない方の応援活動や

住宅支援継続を求め、あきらめず活動していきたいと思い

ます。5年以上たった今でも皆さんが思っている以上に福

島の汚染は続いています。地震のたびに不安がつのりま

す。未来ある子どもたちを帰せないのです。最後までがん

ばります。ご支援のほど、よろしくお願いいたします。（い

わき市から避難）

（2016年11月・12月に思いを書いていただきました）

カンパにご協力お願いします

集会や交渉時の交通費・チラシ作成・郵送等にあてます。

●ゆうちよ銀行から
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